
 
 

 

 

 

 

 

 

 

巻頭言 
「環境問題（地球温暖化）を考える」 
 
有機エレクトロニクス研究専門委員会 委員長 

小野田光宣（兵庫県立大学） 

 

 2005 年 2 月 16 日, 地球

温暖化防止のための京都

議定書が発効された。1997

年に議定書が採択された

気候変動枠組み条約の第

３回締約国会議（COP3）

から 8 年も経過している。

日本に課せられた 2008-2012 年の温室効果ガス排

出量の削減目標は, 1990年比で 6%であった。しか

し, 2003 年の排出量は削減どころか逆に 8%増え

ており, 実際は 14%削減しなければならない。政

府のシナリオによると、 3.9%の削減を森林によ

る CO2吸収で、 8.5%を化石燃料の消費抑制な 

どで削減、 残る 1.6%は“排出量取引などを活用

して外国から購入することで調達することにし

ている。削減目標が達成できない場合、 2013 年

以降の新たな枠組みの中で、 罰則が科せられる

見込みである。しかし、 最大の CO2排出国であ

る米国のように議定書を批准していない国があ

ることや、 途上国には排出削減目標達成義務が

かかっていないことから、 より多くの国が共通

の認識、 仕組みの中で協力できる体制を確立す

ることが重要であろう。 

 現在、 学部電気系２年生を対象として「環境

安全工学」を講義している。2000年最後のノーベ

ル化学賞を Alan G. MacDiarmid教授、 白川英樹教

授、 Alan J. Heeger教授らが共同受賞して一躍有

名になった“導電性高分子を中心とした有機材料

の機能応用”を中心に研究している筆者にとって、 

環境問題に触れるにつれて“有機材料を機能応用

することで少しでも環境問題が緩和できない

か？”ということを真剣に考えるようになった。

余談ですが、 筆者は電子情報通信学会エレクト
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ロニクスソサイエティの援助をいただいて、 

2001年 10月 5日(金) 9:00am-5:00pm千里ライフサ

イエンスセンター(大阪)にて“白川英樹名誉教授

ノーベル化学賞受賞記念講演”と題して有機エレ

クトロニクスシンポジウムを企画し、 白川先生

には「導電性高分子の発見と開発」という題目で

特別講演をお願いしたことが昨日のことのよう

に懐かしく思い出される。 

地球上の全ての生物は太陽の光のおかげで生

きている。植物は太陽の光エネルギを利用して、 

CO2と H2Oから糖質を作り出す光合成を行う。 

 

6H2O + 6H2O + [太陽エネルギ]  

→ C6H12O6[糖質] + 6O2 

 

一方、 動物は植物を食べることで C6H12O6を体内

に取り入れ、 O2 によって燃焼させることでエネ

ルギを作り出し生きている。 

 

 C6H12O6[糖質] + 6O2  

→ 6H2O + 6H2O + [エネルギ] 

 

この反応で発生するエネルギの一部を利用して

アデノシン三燐酸（ATP）という化合物をつくり

生命活動の一部をつかさどっている。 

このように考えると、 “自然界を真似た自然界”

を有機材料から人工的につくりたいという夢を

実現することが、 「持続可能な開発」と言うこ

とではないだろうか。即ち、 前者は光合成を利

用した有機太陽電池、 後者は分子シンクロナイ

ゼーションを利用した人工筋肉を構築すること

になる。 

一方、 率直な気持ちとして電子情報通信学会

エレクトロニクスソサイエティでの有機エレク

トロニクス研究専門委員会の“位置付け”あるい

は“評価”は、 余り高くはないのが現状である

という感じを受けている。本研究専門委員会の活

動は、 低迷しているわけではなく、 ２年ごとの

有機エレクトロニクスに関する国際シンポジウ

ム(ISOME)の主催、 年 10 数回の研究会の開催、 

大会でのシンポジウム企画など他の研究専門委

員会と遜色ない。これには大きな原因がある。そ

れは、 有機エレクトロニクス研究に携わってい

る研究者、 技術者が活躍できる、 また活躍しや

すい学会、 グループ等の組織が他にあるからで

ある。筆者は、 もともと電気絶縁技術を専門と

する電気屋であるが、 恩師の影響もあり有機エ

レクトニクス研究の道を歩むことになった。今か

ら思えばこのことが大きなきっかけとなって、 

電気系はもちろんのこと、 化学系、 物理系の多

数の友人と接することができ、 電気学会、 電子

情報通信学会をはじめとする電気系の学会だけ

でなく応用物理学会、 高分子学会など多くの学

会活動に生かすことができているようである。例

えば、 応用物理学会での有機ナノ界面制御素子

(NICE)研究会の設立、  企画、  運営あるいは

ICNME、 IDC-NICE など国際会議の企画、 運営

などがある。有機エレクトロニクス研究専門委員

会は、 他学会の行事と積極的に共催、 協賛する

ことで関係諸氏へ活動の場を提供し、 また拡大

している。 

 最後に、 本専門委員会構成員諸氏の益々のご

発展、 ご活躍を祈念すると供に、 微力ではござ

いますが関係諸氏のご協力、 ご尽力を戴きなが

ら本専門委員会のより一層の活動、 飛躍をお約

束したいと思います。 
 
著者略歴: 
1975 年 兵庫県立姫路工業大学 工学部 電気

工学科卒業、1977年 兵庫県立姫路工業大学 大

学院工学研究科 電気電子工学専攻修了、1977年 

兵庫県立姫路工業大学助手、以後、助教授, 教授

を経て 2004 年 兵庫県立大学教授 大学院工学

研究科 電気系工学専攻 

この間、1983年 工学博士（大阪大学）取得、1994

年～1995 年 米国ペンシルバニア大学化学科 

Alan G. MacDiarmid教授（2000年ノーベル化学賞

受賞）研究室 客員教授、著書：高分子エレクト

ロニクス（コロナ社）, 電気電子材料工学（オー

ム社）など 



 

平成 16 年度学術奨励賞受賞記 

 

田中 雅光（名古屋大学） 

 

 この度は、伝統ある電子情

報数進学会の学術奨励賞を

授与いただき大変光栄に思

っております。ご推薦いただ

きました学会関係者の方々

には深く御礼申し上げます。

また、本研究を遂行するにあ

たり、ご指導いただきました藤巻朗教授、ならび

に共同設計者の方々、及び設計技術の開発におき

ましてご協力いただきました名古屋大学、横浜国

立大学、超電導工学研究所、情報通信研究機構の

関係者の方々に深く感謝致します。 

 今回受賞の対象となりましたのは、超伝導デバ

イスを用いた単一磁束量子(SFQ)回路に基づくマ

イクロプロセッサの動作実証に関する報告です。

「メモリを搭載した単一磁束量子マイクロプロ

セッサ CORE1 の動作実証」では、約 7000 個のデ

バイスを集積し、最大で 21 GHz のクロック信号

を用いながら、2.3 mW の消費電力で SFQ マイクロ

プロセッサが動作することを実証しました。 

 SFQ 回路は幅数ピコ秒、高さ数百マイクロボル

トのパルス状の信号を用います。そのため、数十

GHz 以上での高速動作が可能で消費電力も半導体

デバイスに比べ 3桁程度小さく、将来の LSI 技術

として期待のできる集積回路技術です。これまで

にディジタル回路への応用としてネットワーク

スイッチなどへの応用が研究されており、1000 個

を超える超伝導デバイスを集積した要素回路な

どが実証されてきました。マイクロプロセッサも

大変魅力的なSFQ回路の応用分野のひとつなので

すが、マイクロプロセッサのように大規模な回路

を実現するには、これまで以上に高度な集積回路

技術が必要でした。例えば、SFQ 回路は非常に小

さな磁束を情報担体としているため、回路に供給

するバイアス電流が大きくなるにつれ、バイアス

電流によって生じる磁場が動作に大きく影響す

る問題がありました。また、供給したバイアス電

流が接地面を流れて戻る電流をリターン電流と

呼んでいますが、リターン電流が増えるにつれて

動作しにくくなる論理ゲートがあることも分か

りました。これらの問題は、バイアス供給線を超

伝導体でできるだけ囲い、一部分にバイアス電流

が集中しないように供給方法を工夫したり、リタ

ーン電流に対して耐性のある論理ゲートに置き

換えたりして解決することができました。さらに、

マイクロプロセッサの設計においては、データの

流れが複雑なために難しい課題もいくつかあり

ました。数十 GHz 以上で動作する SFQ 回路では配

線による遅延時間が無視できなくなり、同期設計

は極めて困難になります。本研究では、データの

流れに注目しながらコンポーネントごとにクロ

ック信号の供給方法を最適化することで、クロッ

ク速度を高く保つことに成功しました。 

 今回のマイクロプロセッサでは実行できる命

令数は必要最小限の7つとまだごく小規模ですが、

加算などを数十GHzで実行させることができ、SFQ

回路の高速性と低消費電力性を実証できたもの

と考えています。マイクロプロセッサは最も複雑

なディジタル回路であることから、数十 GHz 以上

で動作する将来の超高速集積回路の実用化に向

けても大きな一歩であると考えています。今回の

受賞を励みとして、今後も超高速集積回路の研究

に精進していきたいと思います。今後とも皆様の

ご指導・ご鞭撻の程、よろしくお願い申し上げま

す。 

 

著者略歴： 

昭和 54 年 8 月 29 日生まれ、 

平成 13年名古屋大学工学部電気電子・情報
工学科退学、平成 15年同大学院工学研究科
電子工学専攻博士課程前期課程修了、同年、

同大学院工学研究科電子情報学専攻博士課

程後期課程進学、現在、超伝導デバイスを

用いた単一磁束量子回路によるマイクロプ

ロセッサの研究に従事。 



 

エレクトロニクスソサイエティ第三回運営委員

会の概要 

 

平成１７年度第３回エレクトロニクスソサイエ

ティ運営委員会が、中沢ソサイエティ会長、保立

次期ソサイエティ会長以下、運営委員会メンバー

の参加を得て、１１月１４日 16:00～19:30、機械

振興会館において開催され、以下のような審議・

報告が行われた。 

 

◆前回議事録の確認 

◆理事会報告 

z 来年度からの論文誌のオンライン化に伴い、

特殊員のサイトライセンスが課題になる。 

◆ソサイエティ連絡会報告 

z 資料に基づき、各ソサイエティの状況が報告

された。 

z オンラインJNL化に伴うニューズレターの発

行方法について、全ソサイエティ統合案が否

決され、再度検討する必要が生じている。 

z ソサイエティの独立採算化に向けて、各ソサ

イエティの余剰金を各ソサイエティの資本

金にすることを検討している。 

◆エレソ独立採算化準備委員会報告 

z 通信ソサイエティの各幹事を招いて同ソサ

イエティの独立採算化の状況について説明

を受けた。 

z 現在、運営規程を作成中。 

◆会計 

z 収支状況（9月末）報告 

  順調に推移している旨、説明された。 

 

◆会員事業 

z エレソ賞、ELEX Best Paper Award、レター

論文賞の賞金額について審議。本部の業績賞、

論文賞、学術奨励賞とのバランスを考慮すべ

き等の多数の意見が出され、次回の運営委員

会で再審議することとなった。 

 

◆国際関連 

z 国際委員会報告 

本部、ソサイエティが主催または共催する国

際会議については、財務を含むすべての責務

を本部、ソサイエティが負い、剰余金もそれ

ぞれの会計に繰り入れる方向で検討されて

いることが報告された。 

z 国際活動支援補助金制度について 

同補助金制度について審議。１８年は継続す

るが、財政状況が厳しく、今後、同制度に代

わる新しい国際活性化策、を検討・審議する

こととなった 

z 平成 17 年度前期 国際活動支援補助金 

申請案件毎に補助金額を審議（個別案件の承

認額は省略）。 

その他、協賛申請に関する審議と国際活動支援補

助金の使用報告が行なわれた。 

 

◆大会関連 

次回総合大会での公募シンポジウム、依頼企画の

応募状況が報告された。海外招待講演者対する旅

費補助申請が承認された。 

 

◆論文誌関連 

z 和文論文誌関連 

平成 17 年度レター論文賞選定委員会構成案が承

認された。 

 

◆研究専門委員会関連（各委員長から） 

マイクロ波研究会： エレソから 15 万円の補助

を受けた「第 3回学生研究発表会」が開催された

報告があった。 

 

◆庶務幹事関連 

平成 18年度からニューズレターを、「発行回数を

年 4回とし、エレソ会員の会誌のみに同封して配

布する」案が提示され、承認された。 
 
 

（会員事業担当: 森塚) 


